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（１） 名称及び代表者名

幸立化成工業株式会社

代表取締役社長　井口　章夫

（２） 所在地

本社工場 埼玉県比企郡川島町下伊草485

郵便番号 350-0157

電話番号 049-297-5611

ＦＡＸ 049-297-5615

E-MAIL kohritsu@jade.dti.ne.jp

（３） 環境管理責任者

（４） 事業内容

・各種プラスチックキャップの製造

1961年の創業以来、プラスチック射出成形加工業者として、

主な国内容器メーカーの食品・トイレタリー容器キャップを受注製造、

後工程および検査機器類の内製化ほか創意工夫による

ローコストオペレイションと顧客満足重視の経営を続けている。

（５） 事業の規模

製品出荷額 924百万 円　（2022年度）
※従業員 54 名
延べ床面積 約 7,533 ㎡
※派遣・委託含めない年末現在

（６） 事業年度

8月～7月

　井口　祥文　

Ｐ３

□　組織の概要

mailto:kohritsu@jade.dti.ne.jp


□　環境経営方針

Ｐ４

幸立化成工業株式会社

＜基本理念＞

幸立化成工業株式会社は、プラスチック製造業者として、当社の事業活動が、
地球環境保全と深くかかわりのあることを確認し、製品の製造（成型・後工
程・検査）および出荷、配送にいたる業務のすべてにわたり、環境負担の低
減に取組みます。
ひとりひとりは、それぞれの職場において、環境保全、省エネルギー、省資
源、廃棄物の削減、リサイクル活動に積極的にとりくむことが、業務の効率
化、コストの削減につながることを理解して、日々、創意工夫をつづけます。

環 境 経 営 方 針

１．数値目標を設定し、継続的に改善に取り組みます

① 原料歩留りの向上
② 二酸化炭素排出量
③ 廃棄物排出量

④ 総排水量

２．事業活動にかかわる法令を遵守し、地球環境の保全にも
貢献します

①事業活動にともなう環境関連法規等を遵守します

②地域社会の一員として、周辺環境の保全に取り組みます

３.環境コミュニケーション

①教育・広報活動を通じて、全従業員の環境方針の理解と、
環境保全に関する意識の向上を図ります

制定日：2020年2月27日

代表取締役社長

井口 章夫



□　環境行動組織図
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環境委員会

日付 2017 年 9

環境行動組織図
社長

環境管理責任者 エコアクション２１事務局

製造課（１Ｆ・現場） 生産管理課 品質課 工務課

社長：　 エコアクション２１に関する全てに責任と権限を持ち

環境管理責任者を任命する。

エコアクション２１事務局：　 環境管理責任者を補佐し、事務処理

全般と文書類、ＨＰの更新、管理を行う。

環境管理責任者：　 エコアクション２１の実施及び社長への報告。

従業員：　 社長、役員以下全員で、当社の環境方針、

環境活動計画書、目標に沿って実行する。

環境委員会：　 役員、課長、係長、主任ほかで構成し、従業員に

環境活動計画を周知徹底し、実施、取組状況を

報告しあい、評価と必要な修正を行う。

総務課

日4月
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事業所名

部門名

取組み対象 環境経営目的 対象部署 ２０２２年度目標
実
施

要
請

検
討

２０２３年度目標
実
施

要
請

検
討

２０２４年度目標
実
施

要
請

検
討

ｴﾈﾙｷﾞｰ

電気

ｴﾈﾙｷﾞｰ

LPG

ｴﾈﾙｷﾞｰ

ｶﾞｿﾘﾝ

ｴﾈﾙｷﾞｰ

軽油

④前年比で改善を進める。また、生産高のデータは、有るものの外部公表が取引先との関係で環境活動レポートには、包装させない。心良く改善させる準備のためにもこのような形を取りました。

○ ○

ＰＲＴＲ対象外なので除外する。 ○ ○

無駄水の削減の徹底(前年対比１％
削減 )目標 ２，７２３ t/年

○ ○

購入量の把握削減、再生し購入量
を減らす(前年比１％削減 )
目標 ４１．２ t/年

○ ○

○ ○

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ、ﾄﾗｯｸのｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟに
よって(前年比１％削減 )。
目標  ４．５８ t/年

○ ○

③品質管理部は，各部門の「中期環境経営目的及び目標設定表（事業所）」を取りまとめて事業所名で「中期環境経営目的及び目標設定表（事業所）」を作成する。

ｴﾈﾙｷﾞｰ使用状況改善活用を進める
(前年対比１％削減 )、重要設備へ
の設備投資計画を策定し進める。
目標　１，４９３ t/年

○ ○

LPGの原単位改善のため生産性の向
上を進める(前年比1％削減 )。
目標　１．９８ t/年

○ ○

エコ運転の継続によって(前年比
1％削減 )。
目標　１１．３ t/年

○ ○

「実施」当該年度に実施する場合○，「要請」取得先等に要請する場合○，「検討」当該年度は検討のみを行う場合○を付す。

①部門長は，検討された事業所の施策アイディアについて，実行可能な施策を実施した場合，どの程度達成可能かを判断し，「中期環境経営目的及び目標設定（事業所）」を用いて中期環境経営目標を作成する。

②環境経営目標は，可能な限り数値化し，各年度ごとに目標を設定する。

法的要求事項の順守し、向上を図
る(前年比１%％改善)

ＰＲＴＲ対象外なので除外する。

○ ○

Ⅴ．化学物質の使
用量を削減する。

非該当 非該当 工場

法的要求事項の順守し、向上を図
る(前年比１%％改善)

Ⅳ．再生利用率を
向上させる。（ｺﾞﾐ
の削減を含む）

法的要求事項
の遵守

製造での分別と仕損じ作業の
見直しによる再生利用率の改
善（小集団活動と連動）

工場

Ⅲ．紙の使用量を
削減する。

紙 段ボールの使用 工場

無駄水の削減の徹底(前年対比１％
削減 )目標　２，７５１ t/年

○ ○

Ⅱ．水の使用量を
減らす。

水
水の使用方法の見直しによる
削減

工場

○

○ ○
ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ、ﾄﾗｯｸのｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟに
よって(前年比１％削減 )。
目標　４．６３ t/年

購入量の把握削減、再生し購入量
を減らす(前年比１％削減 )
目標　４１．７ t/年

○ ○

幸立化成工業㈱ 中期環境経営目的及び目標設定表

工場

環境経営方針

○ ○

上記の関係で省エネを推進す
る共に生産性を改善する。

工場

ｴﾈﾙｷﾞｰ使用状況改善活用を進める
(前年対比１％削減 )、重要設備へ
の設備投資計画を策定し進める。
目標１，５０８ t/年

第２種ｴﾈﾙｷﾞｰ管理指定工場非
該当だが　ｴﾈﾙｷﾞｰの利用状況
報告　削減計画の削減実績を
評価する

工場

Ⅰ．ＣＯ2を基
準年対比1％づ
つ削減する。

エコ運転の継続によって(前年比
1％削減 )。
目標　１１．４ t/年

○ ○

燃費の改善を図り使用量を原
単位当たりの使用量を減ら
す。

工場

○

燃費の改善を図り使用量を原
単位当たりの使用量を減ら
す。

工場

LPGの原単位改善のため生産性の向
上を進める(前年比1％削減 )。
目標　２．０ t/年

ｴﾈﾙｷﾞｰ使用状況改善活用を進める
(前年対比１％削減 )、重要設備へ
の設備投資計画を策定し進める。
目標　１，４７８ t/年

○ ○

LPGの原単位改善のため生産性の向
上を進める(前年比1％削減 )。
目標　１．９６ t/年

○ ○

エコ運転の継続によって(前年比
1％削減 )。
目標　１１．２ t/年

○ ○

法的要求事項の順守し、向上を図
る(前年比１%％改善)

○ ○

ＰＲＴＲ対象外なので除外する。 ○ ○

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ、ﾄﾗｯｸのｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟに
よって(前年比１％削減 )。
目標  ４．５３ t/年

○ ○

無駄水の削減の徹底(前年対比１％
削減 )目標 ２，６９６ t/年

○ ○

購入量の把握削減、再生し購入量
を減らす(前年比１％削減 )
目標 ４０．８ t/年

○ ○
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作成日：

原料の歩留り向上

生産量に対する廃棄量

（原料ロス） 8月～7月（年間） 1.88% 1.50%

年間CO2総排出量 8月～7月（年間） 1,527,328kg 1,490,678kg

当社の

製品1㎏あたりの総排出量

（g-CO2）

8月～7月（年間） 1,120 1,094

一般廃棄物の削減 絶対量の削減 8月～7月（年間）

段ボール・古紙・
可燃物

17,473㎏

段ボール・古紙・
可燃物

14,730㎏

産業廃棄物の削減 絶対量の削減 8月～7月（年間）
金属クズ
1,128㎏

金属クズ
2,690㎏

上水・井戸水

の削減
絶対量の削減 8月～7月（年間）

上水　1,116㎥
井戸水　1,635㎥

上水　923㎥
井戸水　1,128㎥

　※　東京電力の調整後排出係数　０．４７４ｋｇ-ＣＯ２/ｋＷｈ

2023年11月20日

□　環境経営目標に対する実績

目標 項目（単位） 対象期間

2022年度

目標値

2022年度

実績値
コメント

生産数量に比例して目標値を下回った。

大幅に目標を達成できた。

CO2排出量の削減

生産数量に比例して目標値を下回った。

目標をわずかに下回ることができた。

大幅に目標を達成できた。

終売製品の機械類を処分したため目標
値を上回ってしまった。
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□　環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

　評価　○：実施できた　　△：一部未実施　　×：実施できなかった

評価

○

○

×

〇

○

○

○

○

○

〇

〇

○

○

○

○

○

○

△

〇

〇

作成日：2023年11月20日　　作成：エコアクション２１事務局

取り組み計画 取組結果 次年度の取組

歩留り

　●歩留りの向上『計量ダイエット』

全従業員の努力で適正値を維持できた

継続

　●半製品在庫減の取組み 継続

　●成形機（電力）のピークカット 継続

二酸化炭素削減

　●冷房２８℃・暖房２２℃

全従業員に対して、ひきつづき啓発をつづ
けたい

継続

　●昼休み・休憩時間消灯の表示 継続

　●不要な照明の消灯の表示 継続

　●PC・プリンター省エネ設定 継続

　●タイヤ空気圧チェック 継続

一般廃棄物の削減

　●社内からの持込みゴミ廃棄禁止の表示

全従業員に対して、ひきつづき啓発をつづ
けたい

継続

　●使用済みコピー用紙再利用の徹底表示 継続

　●ミスコピーの防止の表示 継続

　●ゴミの分別の徹底 継続

　●リサイクル・プラ分別の徹底 継続

　●通函廃棄の削減 継続

　●テープごみの分別 継続

産業廃棄物の削減

　●ゴミの分別の徹底

啓発の効果あり

継続

　●加工ミスによるロスの低減 継続

　●長期未使用品の処分 継続

上水・井戸水使用量削減

適正だと思われる　●節水コマの設置 継続

書式作成日：2023年11月20日　　保管：エコアクション２１事務局　　保管期間：３年間

地域貢献

終了
今回で終売

　●災害用避難所用品（段ボール製間仕切り・エアーマッ
ト）製造販売



Ｐ
９

□　環境関連法規の遵守評価、違反・訴訟などの有無

適用法規 主な法規条項番号 概要 該当設備・施設 関連する県条例 法規の要求事項 遵守評価結果

保管場所表示、保管基準の遵守 ○

運搬・処分業者との委託契約 ○

マニフェストの交付・回収 ○

マニフェスト交付状況の報告 ○

合成樹脂射出成型機２４台　 特定施設の届出（6条～12条） ○

コンプレッサー３台

合成樹脂射出成型機２４台　 特定施設の届出（6条～12条） ○

コンプレッサー３台

悪臭防止法 第7条、8条、9条
悪臭規制地域（川島町）内で規制業種と規制値
が決められている

「プラスチック製品製造業」 埼玉県生活環境保全条例 規制基準の遵守 ○

資源有効利用促進法 第10条、11条 「リサイクル法」 パソコン とくになし
長期間使用の促進、再生部品とし
て利用されることを促進

○

長期使用、再生資源の努力義務 ○

適正処理 該当なし

自動車NoｘPM法 第40条
排気ガスに含まれる窒素酸化物の排出
基準あり

トラック２台（ディーゼルエンジン車） 適用地域に該当
技術基準に適合した車両を使用す
る

○

消防法 第8条
危険物（第４類）の貯蔵、取扱いおよび
指定可燃物（合成樹脂）の貯蔵・取扱い
の基準あり

少量危険物貯蔵取扱所（作動油、潤
滑油の貯蔵）
および原料・製品倉庫・新倉庫

川越地区消防組合
火災予防条例

屋内貯蔵所の設置許可・届出　取
扱責任者選出　貯蔵所の表示（看
板）消防用設備年２回点検

○

埼玉県生活環境保全条例 第52条
指定騒音設備
（合成樹脂用粉砕機）の提出

粉砕機２４台 ― 設置届出 ○

フロン排出抑制法 第16～26条

特定製品に係るフロン類の回収及び破
壊の実施確保等に関する法律
排出抑制（フロン廃棄後、点検整備記録
簿を３年間保管）

冷媒用フロンの回収　破壊の措置
業務用エアコン　ブラインチラー

― 機器の定期・簡易点検
○

（点検履歴
添付）

建築基準法 第6条 渡り廊下接続部分の建築許可（確認） 敷地内の工場 ―
建築規制・基準の遵守、都市計画
法の該当条件の適合

許可取得済

都市計画法 第29条、第34条 開発行為の許可、その条件の適合確認 敷地内の新工場・新倉庫 ― 都市計画規制・基準の遵守 許可取得済

工場立地法 第6、7、8条
特定工場として生産設備の面積、緑地
の整備状況を届け出

敷地内の新工場・新倉庫 市町村準則 緑地面積率（25%)の基準遵守 許可取得済

＊環境関連法規の遵守状況について、現住所（川島町）での操業開始（昭和５７年）以来、違反はありませんでした。

＊現住所（川島町）での操業開始（昭和５７年）以来、行政・近隣から環境関連法規の指摘訴訟はありませんでした。

＊新工場・新倉庫新設にあたり法規に従っております。
法規の遵守確認日： 2023年11月20日

家電リサイクル法 第6条
長期間の使用、排出抑制、適切な業者
への引き渡し、料金の支払い

テレビ、エアコン　冷蔵庫　洗濯機 とくになし

騒音規制法 第5条、6～12条
町長による指定地域での規制基準があ
り、設置の届出が義務付けられる

埼玉県生活環境保全条例に
より規制基準あり 敷地境界線基準の遵守（5条） ○

振動規制法 第5条、6～12条
町長による指定地域での規制基準があ
り、設置の届出が義務付けられる

埼玉県生活環境保全条例に
より規制基準あり 敷地境界線基準の遵守（5条） ○

作成　2023年11月20日

廃棄物処理法 第3条
事業者としての責任（排出抑制、適正な
処理、生活環境を清潔にする、公衆衛生
の向上

産業廃棄物（廃プラ）
埼玉県生活環境保全条例に

より規制基準あり



□　代表者による全体の評価と見直し
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代表者による評価 
                            

   
  

 （１）全体の確認・評価 
     

 

 

（２）代表者による環境方針等の変更の必要性ならびに指示事項 
 

項 目 変更要否 指示事項等 対応者 対応内容 

環境経営方針 
□ 要 

☑ 不要 
 

  

環境経営目標 
□ 要 

☑ 不要 
 

  

環境経営計画 
□ 要 

☑ 不要 
 

  

全体評価に 

関して 

□ 要 

☑ 不要 
 

  

書式作成日 2023年 11月 20日 保管場所：エコアクション２１事務局 保管期間：３年間 

項目 報告内容（要旨） 代表者による評価 

環境経営目標の達成状況 

環境経営計画の実施状況 

本年度の廃プラ量は前年比８１％、

消費電力量は前年比９７％だった

ので目標を達成した。 

 

活動継続すること。 

法規の遵守状況 

2023年 11月 20日に遵守できている

ことを確認しました。 

 

活動継続すること。 

外部からの苦情・要望 特になし 活動継続すること。 

前回の指示事項の取組状況 

半製品在庫の削減はひきつづき課

題です。（２０１７年版）の活動継

続中です。 

 

活動継続すること。 



□　添付　（１）

□　添付　（２）

　　　　　●プラごみの産廃処理表示

□　添付　（３）

　　　　　●ミスコピーの防止の表示

　　　　　●PC・プリンター省エネ設定

      １Ｆ指定置場　　　　      　　　　　 ２Ｆ指定置場　    　　　　　　　　　　　　３Ｆ指定置場　　　

　　　　●歩留りの向上『計量ダイエット』

Ｐ１１

●テープごみのリサイクル

●使用済みコピー
用紙再利用の徹底

表示

　●社内からの持込みゴミ廃棄
禁止の表示


